
６次産業化シミュレーター 
LASTS version２

　６次産業化シミュレーター（通称：LASTS(ラスツ)）バージョ
ン２は、６次産業化での新商品開発の取組について、経済的評価・
売上予測・課題の解決策提示を目的に開発された、Excelで動くシ
ミュレーターです。バージョン１を大幅に改良し、より簡単に、よ
り精度の高い評価とシミュレーションが可能になりました。　　

動作OS：Windows, MacOS（要MicrosoftExcel© ) 

the simulator to be Linked Agriculture, Secondary, and 
Tertiary Sectors, version2



近年、データに基づいた農業の重要性が指摘されています。
LASTSバージョン2を用いることで、 

データに基づいた６次産業化を推進することができます。

データに基づいた　　　　
６次産業化の推進を可能に
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　LASTSの想定ユーザーは、６次産業化に取り組む農業者・商工業者、支援・普及機
関、大学・研究機関等です。具体的には、農業者の場合、経営多角化の経済効果の評価、
６次産業化の取組での課題の解明、取り組みの改善策の検討で、LASTSを使うことがで
きます。また、農業者が商工業者等の異業種と連携して６次産業化に取り組む場合、連携
の経済効果の評価、連携するかしないかの検討、取組の課題の解明でLASTSを使うこと
ができます。さらにLASTSは、農業者や連携相手といったステークホルダー（利害関係
者）だけでなく、行政や民間等の支援・普及機関が６次産業化の支援・指導ツールにした
り、新規の取組の事前シミュレーションに使ったりすることもできます。ほかにも大学や
研究機関が、６次産業化でのバリューチェーンの経済効果の解明や評価にLASTSを活用
している事例もあります。



多様な活用事例
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６次産業化の課題の掘り起こし 

６次産業化総合化事業計画
のフォローアップ 

普及機関での活用、卒業論文、大学での講義、研究等

６次産業化の取組の　　　
経済効果の比較 
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実際にLASTSが活用された事例の一部をご紹介します。 

　プレミアムが0.00のところでは、加工やサービスを行ったにもかかわらず、追加の価
値が生じていません。この分析結果から、取組に課題のあることがが分かります。さら
に作成した課題の改善案について、LASTSを活用することで、改善後の経済効果（総
合利得）と売上をシミュレーションできます。（文献３） 

　類似の商品を開発する2つの取組につい
て、農業が一次加工までする場合と、原料
を提供する場合とを比較し、それぞれの場
合のプレミアム・A-Score・総合利得の違
いを明らかにできます。（文献４） 

　６次産業化総合化事業の成功事例・中断
/終了事例を対象に、成功事例では成功要
因と展開方策を、中断/終了事例では成功
できなかった要因を検討できます。また、
事業計画作成時にも使えます。 

　ほかにも、普及センターでLASTSを用いて６次産業化の支援・指導を行っている事
例、大学の卒業論文でLASTSを使って６次産業化を評価した事例、大学の講義での活
用、研究機関における６次産業化の評価等など、多様な活用事例があります。 



LASTSバージョン２は、LASTSバージョン１のユーザーの 
皆様からのご意見をもとに、操作方法を見直しました。 

使い方は、簡単
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①取り組みのステー
クホルダー（関係
者）を羅列します。
記入するのは、黄色
のセルとピンク色の
セルだけです。

②バリューチェーン
を入力します。

③薄い黄色のセルに、商品
名・単価・販売数量を入力
します。期間売上（濃い黄色
のセル）や白色のセル、緑
色のセルは自動入力・自動
計算されます。

④プレミアム（連携相手や多
角化部門が農産物に与える
価値）やA-Score（農業との
公平な取引となっているかを
評価する数値）が出力され
ます。

　LASTSに用いるデータは、ステークホルダー（関係者）名・ステークホルダーの業種・
バリューチェーン・商品名・単価・販売数量だけです。これらのデータを入力するだけ
で、６次産業化によって連携相手や多角化部門が農産物に与えるプラスアルファの価値
（プレミアム）・農業と連携相手との取引が公平かどうかを評価する数値（A-Score：詳
しくは６ページの文献1を参照)・経済効果（総合利得：詳しくは4ページ参照）・売上予
測値を明らかにすることができます。 



売上予測値は、６次産業化の相乗効果を加味して 
計算しています。

売上シミュレーションが可能
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　GTYPEは、６次産業化における連携関係や多角化構造を[1]と[0]で
表したもので、シミュレーションで使います。GTYPEをユーザーが入
力する必要はありません。連携または多角化している場合は[1]、して
いない場合は[0]となっています（詳しくは６ページの文献1参照）。

　バージョン２は、
バージョン1よりも
売上の予測精度が向
上しました。

　シミュレーションのパターン数は、バージョン1が最大15でした
が、より多くのシミュレーションができるように、バージョン2で
は最大4,095にまで増やしました。

　総合利得は、バリューチェーンの各段階での総合的な経済効果を数値化したものであ
り、プレミアムの数値をもとに計算されています。そして、総合利得と期間売上のデータ
に基づき、シミュレーションをすることができます。例えば、６次産業化に関して、新規
に取組を始める際や、コンソーシアムを立ち上げる際の経済効果の試算をすることが可能
です。また、すでに連携している相手との関係を見直す際に、経済効果がどう変化するの
かをシミュレーションすることもできます。 



　同じ原料用農産物を用いて、複数の取り組みを行っているケー
スでは、オプションのLASTS楽々管理ノートで分析結果を簡単
に比較することができます。

LASTS楽々管理ノートで 
分析結果を楽々比較
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　同じ農産物を
用いて、３種類
の取組をしてい
る場合は、商品
ごとに３回に分
けてLASTSで分
析します。

プレミアムの比較

A-Scoreの比較 総合利得の比較

　６次産業化では、同じ農産物を用いて、同じステークホルダーが加工や販売を行っても、
何に加工し、どのように販売するかによって、プレミアム・A-Score・総合利得の数値が変
わります。そこでLASTS楽々管理ノートを使えば、左上の図のように、同じ農産物を用いて
複数の取組が行われている場合に、売上予測値シートの結果の保存や、取組ごとにプレミア
ム・A-Score・総合利得の数値を比較することができます（詳しくは文献１参照）。 
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(5)大西千絵・森嶋輝也・河野恵伸（2017）「農商工連携の経済的パフォーマンス評価法」『農
業経営研究』55(2),1-12. 

(6)大西千絵（2020）「連携・多角化の効果が把握できる６次産業化シミュレーターLASTS（ラ
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　＊このほかにも研究資料等がありますので、興味のある場合は、お問合せください。 

参考文献

おかげさまで、LASTSがメディアに紹介されました。また、LASTSのベースとなった論文
（文献５）が、平成30年度日本農業経営学会学会誌賞を受賞しました。 

・日本農業新聞2019年5月5日1面「６次化商品「付加価値」を数値化　エクセルでシミュレー
ション　売り上げ予測も」 

・SMART AGRI 2019年5月5日「農研機構、Microsoft Excelで使える「６次産業化シミュ
レーター」を公開」https://smartagri-jp.com/smartagri/244  

・平成30年度日本農業経営学会学会誌賞　大西千絵・森嶋輝也・河野恵伸「農商工連携の経済
的パフォーマンス評価法」.

メディア掲載・受賞

http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/4th_laboratory/karc/2019/19_047.html
http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/4th_laboratory/karc/2019/19_047.html


LASTSを利用するためには、農研機構と利用契約を結ぶ 
必要があります。利用料金は、個人・団体・企業・機関によって

異なりますので、農研機構特許ライセンスチームまで 
お問合せください。本パンフレットやLASTSの使い方、 

マニュアルの入手については、 
LASTS開発者の大西までご連絡ください。

農研機構　　 
知的財産部 知的財産課  
特許ライセンスチーム 

 
〒305-8517　茨城県つくば市観音台3-1-1 

TEL: 029-838-7968　 
FAX: 029-838-8905 

E-mail: naro-kyodaku@naro.affrc.go.jp 

農研機構九州沖縄農業研究センター
LASTS開発者 
大西 千絵 

 
〒861-1102　熊本県合志市須屋2421 
TEL: 096-242-1150（代表）　 
FAX: 096-242-1002（代表） 
E-mail: conishi@affrc.go.jp 

＊６次産業化シミュレーターLASTSは、運営費交付金ならびに科
研費（課題番号25850157, 19K06266）により開発されました。 

お問合せ先
YouTube NAROchannelで、６次産業化シミュレーター

LASTSの動画をご覧いただけます。 
　LASTSの概要については、YouTube NAROchannnelの「６次産業化シミュレーター
LASTS(ラスツ）」をご覧ください。URLまたはQRコードから、動画を見ることができ
ます。https://www.youtube.com/watch?v=7X9w08rRfXc


